
フ
ァ
ミ
リ
ー
マー
ト
と「
農
協
ご
は
ん
」を
通
じ
て
米
消
費
拡
大

売
り
上
げ
の一部
を
活
用
し 

こ
ど
も
食
堂
に
寄
贈
も（
米
穀
部
・
営
業
開
発
部
）

桃の自動販売機でプロモーション
（福島県本部）

「国際食肉科学技術会議」へ協賛・出展
（畜産総合対策部）

協同乳業と連携し「オンライン牧場体験」
（酪農部）

健康推進イベントで
宮城県産野菜をPR（宮城県本部）

ＪＡズームイン（三重・ＪＡいがふるさと）

全農グループ会社探訪
全農畜産サービス株式会社
（広報・調査部）

2022年度「ミスあきたこまち」7人が決定
（秋田県本部）

JAタウンに「ニッポンエールショップ」
オープン（全国農協食品㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　飛騨・美濃うまいもん広場

4面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

6-7

8

Web
限定

セブン-イレブンで飛騨トマトを使用した
商品を発売（岐阜県本部）

JR京都駅前地下街に「みのるダイニング
京都ポルタ店」オープン（京都府本部）

「セブンプレミアム 岩手県産完熟
山葡萄サワー」発売（営業開発部）

2

3

協定書を締結した（右から）長江郁哉徳島県本部長、飯泉嘉門徳島県知事、河村保彦徳島大学学長（２面）

スダチ搾汁残渣など未利用資源の有効活用へ
徳島県、徳島大学と産学官連携協定を締結（徳島県本部）

宮城県の健康推進イベントに「野菜摂取で
健康ブース」を出展（４面）

㈱
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
が
運
営
す
る
自

動
販
売
機
で
福
島
県
産
桃
を
無
料
配

布
し
て
Ｐ
Ｒ（
２
面
）
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News!

桃の自動販売機でプロモーション
旬の福島県産桃を都内3カ所で無料配布 福島県本部

　
福
島
県
本
部
は
8
月
3
日
、東
京
都
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動

販
売
機「
Ｓ
サ

ラ

ダ

Ａ
L
Ａ
Ｄ 

Ｓス

タ

ン

ド

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」を
活
用
し
、
旬
を
迎
え
た
福

島
県
産
桃
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

設
置
さ
れ
た
自
動
販
売
機「
Ｓ

Ａ
L
Ａ
Ｄ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」で

各
1
5
0
個
ず
つ
無
料
配
布

し
ま
し
た
。
旬
の
桃
と
あ
っ
て

大
変
好
評
で
、
お
昼
過
ぎ
に
は

準
備
し
た
数
の
大
半
が
消
費
者

の
手
に
渡
る
場
所
も
あ
り
ま
し

た
。

　
福
島
県
産
桃
の
出
荷
は
9
月

中
旬
ま
で
続
く
こ
と
か
ら
、
8

月
26
日
に
も「
黄
金
桃
」で
同

様
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
福
島
県
は
桃
の
生
産
量
が
全

国
2
位
で
、
主
力
品
種「
あ
か

つ
き
」は
品
種
別
生
産
量
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
宣
伝
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
も「
あ

か
つ
き
」の
お
い
し
さ
を
一
人

で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
実

施
。
桃
ま
る
ま
る
1
個
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
し
た
商
品
を
、
渋
谷
・

恵
比
寿
・
有
楽
町
の
3
カ
所
に

㈱ＫＯＭＰＥＩＴＯが運営する自動販売機で無料配布して
ＰＲ

News!

スダチ搾汁残渣など未利用資源の有効活用へ
徳島県、徳島大学と産学官連携協定を締結 徳島県本部

　
徳
島
県
本
部
は
8
月
1
日
、
徳
島
県
、
徳
島
大
学
の
関
係
者
14
人

出
席
の
も
と
、
県
庁
で「
産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
を

有
効
活
用
し
た
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
と
関
連
産
業
の
振
興
に
関

す
る
協
定
書
」の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

レ
ー
バ
ー
、
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
の

製
造
・
販
売
を
手
掛
け
、
収
益

を
生
産
者
へ
還
元
し
、
手
取
り

向
上
と
生
産
振
興
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
県
庁
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で

は
、飯
泉
嘉
門
県
知
事
、河
村
保

彦
学
長
、
長
江
郁
哉
県
本
部
長

が
協
定
書
に
署
名
し

ま
し
た
。

　
今
後
、3
者
が
有
す

る
人
的
資
源
や
物
的

資
源
を
有
効
に
活
用

し
、ス
ダ
チ
搾
汁
残
渣

な
ど
の
未
利
用
資
源

に
付
加
価
値
を
創
出

す
る
こ
と
で
、県
内
農

産
物
の
生
産
振
興
に

寄
与
し
、持
続
可
能
な

開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）や「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に

つ
な
が
る
環
境
配
慮

型
事
業
の
展
開
を
目

指
し
ま
す
。

　

3
者
の
最
初
の
取
り
組
み

と
し
て
、
県
は
ス
ダ
チ
の
搾
汁

残ざ
ん
さ渣

を
利
用
し
た
精
油
の
研
究

に
関
す
る
知
見
の
提
供
、
徳
島

大
学
は
精
油
の
抽
出
技
術
や
生

産
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
な
ど
に
協

力
、
県
本
部
は
化
粧
品
や
食
品

な
ど
に
利
用
で
き
る
ス
ダ
チ
フ

協
定
書
を
締
結
し
た（
右
か
ら
）長
江
県
本
部
長
、飯

泉
県
知
事
、河
村
学
長
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News!

協同乳業と連携し「オンライン牧場体験」
生産者とSC相模原のファン・サポーターが交流 酪農部

　
全
農
は
8
月
24
日
、
協
同
乳
業
と
連
携
し
、
酪
農
と
牛
乳
乳
製
品

の
魅
力
を
発
信
す
る「
酪
農
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、

S
C
相
模
原
の
フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
つ
な

ぐ「
ガ
ミ
テ
ィ
が
行
く
！
牛
乳
大
好
き
！
オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

乳
や
給
餌
、
ふ
ん
尿
処
理
に
つ

い
て
、
送
付
し
た
同
じ
教
材
を

使
い
な
が
ら
解
説
。産
ま
れ
た
ば

か
り
の
子
牛
な
ど
、
そ
の
時
間

に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

牧
場
の
臨
場
感
を
大
切
に
し
な

が
ら
配
信
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
大
変

な
仕
事
だ
と
思
う
が
、
や
り
が

い
は
何
で
す
か
？
」「
大
切
に
育

て
た
牛
さ
ん
と
お
別
れ
す
る
の

は
悲
し
い
で
す
か
？
」な
ど
次
々

に
質
問
が
上
が
り
、
酪
農
を
通

じ
て
命
の
大
切
さ
や
、
牛
乳
・

乳
製
品
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
協
同
乳
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
契

約
を
結
ぶ
J
３
の
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
S
C
相
模
原
の
フ
ァ
ン
・

サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象
に
オ
ン
ラ

イ
ン
牧
場
体
験
を
開
催
。
配
信

会
場
の
A
g
V
e
n
t
u
r
e 

L
a
b（
東
京
・
大
手
町
）で
は
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
ガ
ミ
テ
ィ
」が
出
演
し
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
は
、
事
前
に
牛
の

餌
や
牛
ふ
ん
堆
肥
を
送
付
し
、

牧
場
の〝
匂
い
〟も
再
現
。㈱
山

岸
牧
場（
北
海
道
J
A
上
士
幌

町
管
内
）の
山
岸
利
明
さ
ん
と
娘

の
北
出
愛
さ
ん
が
出
演
し
、
搾

News!

「国際食肉科学技術会議」へ協賛·出展
メインテーマは「食肉の未来を考える」 畜産総合対策部

　
全
農
は
8
月
22
～
25
日
に
開
か
れ
た「
第
68
回
国
際
食
肉
科
学
技

術
会
議（
I
C
o
M
S
T
）」に
協
賛
・
出
展
し
、
畜
産
事
業
に
お
け

る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
本
会
議
に
シ
ル
バ
ー

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
協
賛
し
、

英
語
版
全
農
リ
ポ
ー
ト
・
C
M

動
画「
つ
な
が
る
食
卓
」を
バ
ー

チ
ャ
ル
展
示
し
ま
し
た
。
ま

た
協
賛
企
業
の
中
で
は
唯
一

W
e
b
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
本
会
畜
産
事
業
の
中

か
ら
①
飼
料
穀
物
の
輸
入
②
受

精
卵
移
植（
E
T
）技
術
③
和
牛

輸
出
の
取
り
組
み
を
日
英
2
言

語
で
紹
介
し
ま
し
た
。参
加
者
か

ら
は
和
牛
の
輸
出
や
品
質
に
関

し
て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
I
C
o
M
S
T
は
食
肉
科
学

の
発
展
と
世
界
の
食
肉
産
業
の

成
長
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き

た
、
食
肉
分
野
で
は
世
界
最
大

級
の
学
術
会
議
で
す
。日
本
で
の

開
催
は
23
年
ぶ
り
2
度
目
と
な

り
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮

し
て
神
戸
を
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
W
e
b
開
催
と
な
り
ま
し

た
。世
界
約
33
カ
国
・
地
域
か
ら

約
3
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、

W
e
b
会
場
で
は
e
ポ
ス
タ
ー

に
よ
る
研
究
発
表
や
ビ
デ
オ
会

議
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、参
加
者
間
の
交
流
は
チ
ャ
ッ

ト
ア
プ
リ
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

W
e
b
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
発

表
・
質
疑
応
答

オンラインで参加したSC相模原
ファンの子どもたち

バーチャル展示（CM動画）

ミ
ル
ク
博
士（
左
）と
ガ

ミ
テ
ィ（
右
）

オンライン牧場体験で講師を務め
た山岸さん親子
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News!

News!

健康推進イベントで宮城県産野菜をPR

ファミリーマートと「農協ごはん」を通じて米消費拡大

プレゼントやクイズなどで健康と消費呼びかけ

売り上げの一部を活用し 子ども食堂に寄贈も

宮城県本部

米穀部・営業開発部

　
宮
城
県
本
部
は
8
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た「
み
や
ぎ
食
と
健
康
の

未
来
フ
ェ
ア
」に
協
賛
し
、
参
加
者
に
県
産
野
菜
を
提
供
す
る
こ
と

で
、健
康
促
進
と
消
費
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
農
は
9
月
13
日
か
ら
、パ
ッ
ク
ご
は
ん「
農
協
ご
は
ん
」を
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
関
東
地
区
で
販
売
を
開
始
し
、米
消
費
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。
同
日
か
ら
２
カ
月
間（
予
定
）の
売
り
上
げ
の
一
部

を
活
用
し
て
子
ど
も
食
堂
に「
農
協
ご
は
ん
」を
寄
贈
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
友
良
彦

県
本
部
長
と
村
井
嘉
浩
県
知
事
、

寳ほ
う
ざ
わ澤

篤
東
北
大
学
教
授
が「
野

菜
に
よ
る
高
血
圧
予
防
効
果
」を

テ
ー
マ
に
鼎て
い
だ
ん談
。参
加
者
に
県
の

農
業
情
勢
や
野
菜
の
健
康
効
果

を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　
同
日
に
は
仙
台
駅
東
西
通
路

で
全
農
が
開
発
し
た「
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
」と「
カ
フ
ェ
・
オ
レ
」

を
販
売
し
ま
し
た
。
仙
台
七
夕

ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
仙
台
駅
で
、

利
用
客
や
観
光
客
ら
に
牛
乳
の

消
費
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。

の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
売
り
上
げ
の

一
部
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
食

堂
に
農
協
ご
は
ん
を
寄
贈
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
日
本

の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
ご
は
ん
を
よ
り
手
軽
に
、

よ
り
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
健
や
か
な
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
お
米

の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
地
元
の
食
と
魅

力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
県

民
へ
の
食
生
活
や
健
康
習
慣
の

見
直
し
・
改
善
へ
の
啓
発
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、県
本
部
は「
体

感
し
て
楽
し
く
学
べ
る
食
と
健

康
」を
テ
ー
マ
に「
野
菜
摂
取
で

健
康
ブ
ー
ス
」を
出
展
し
ま
し

た
。野
菜
の
日（
8
月
31
日
）に

向
け
て「
野
菜
の
重
さ
当
て
ク

イ
ズ
」な
ど
の
野
菜
縁
日
を
実
施

し
、
実
際
に
野
菜
に
触
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
県
産
野
菜
の

認
知
拡
大
と
消
費
の
促
進
を
行

い
ま
し
た
。

　
全
農
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

は
協
業
を
通
じ
て
、
国
産
農
畜

産
物
の
販
売
・
消
費
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
米
の
1
人
当
た
り
年
間
消
費

量
は
、1
9
6
2
年
度
の
１
１

8
・
3
㎏
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続

け
、2
0
2
0
年
度
で
は
50
・

8
㎏
と
60
年
間
で
半
分
以
下
に

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
の
関
東
地
区
で「
農
協
ご
は

ん
」を
販
売
す
る
こ
と
で
、
米

「野菜摂取で健康ブース」を出展

全農が開発・販売する「ミルクティー」と「カ
フェ・オレ」をPR

関
東
地
区
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
販

売
す
る「
農
協
ご
は
ん
」
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概要 （2022年3月31日現在）

正組合員数� 1万968人
准組合員数� 9482人
職員数� 617人
販売品取扱高� 57億4千万円
購買品取扱高� 59億3千万円
貯金残高� 2857億5千万円
長期共済保有高� 6513億円
主な農畜産物　　　米、肉牛、イチゴ、
　　　  梨、ブドウ、メロン、トマト、ネギ、
　　 シイタケ、柿、アスパラガス、ナバナ

　
「
料
理
教
室
」「
味み

そ噌
づ
く

り
」の
開
催
に
加
え
生
産
者
に

よ
る
対
面
販
売
、
品
評
会
の
開

催
、
地
元
小
学
生
の
見
学
受
け

入
れ
、
幼
稚
園
へ
赴
い
て
の
食

育
授
業
の
実
施
な
ど
定
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
通
じ
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化

や
食
農
教
育
の
実
践
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

商
品
は
、
安
全
安
心
の
提
供

と
お
い
し
さ
の
提
案
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
地
元
伊
賀
産
を
中
心

に
県
産
・
国
産
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。2
0
2
2
年
3
月
か

ら
は
、
伊
賀
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
１
０
０
％
使
用
し
た
パ
ッ

ク
ご
飯
の
販
売
を
開
始
。
手
軽

に
地
元
の
お
米
の
味
を
楽
し
め

る
機
会
の
提
案
を
通
じ
て
、
人

と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

農
家
の
所
得
増
大
を
目
指

す
た
め
、
出
荷
者
に
は
品
目

や
作
型
の
分
散
、
面
積
拡
大
、

品
質
向
上
を
促
し
つ
つ
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
「
売
れ

る
も
の
を
作
る
」と
い
う
意

識
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
3
月
末
時
点
で
、
出

ＪＡいがふるさと
（三重県）

大
型
直
売
所
を
拠
点
に

活
発
に
情
報
発
信
、交
流

ギ
な
ど
、
多
様
な
農
畜
産
物
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

　
「
と
れ
た
て
市
ひ
ぞ
っ
こ
」

は
、
豊
富
で
新
鮮
な
地
元
食
材

を
求
め
る
消
費
者
や
、
販
路
確

保
が
課
題
で
あ
る
地
元
生
産
者

の
声
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
管

内
エ
リ
ア
初
の
大
型
農
産
物

直
売
所
と
し
て
２
０
１
５
年

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
野

菜
ソ
ム
リ
エ
の
い
る
店
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
旬
の

野
菜
や
果
物
の
選
び
方
、
素
材

に
合
わ
せ
た
料
理
法
、
保
存
の

工
夫
な
ど
を
店
頭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
消
費
者
に
提
案

す
る
な
ど
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
は
、
三

重
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
北

は
滋
賀
県
、
西
は
京
都
府
・
奈

良
県
と
接
す
る
、
海
抜
４
０
０

～
５
０
０
ｍ
の
山
地
に
囲
ま
れ

た
盆
地
の
地
域
で
す
。盆
地
特
有

の
寒
暖
差
と
良
質
な
土
壌
に
恵

ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、
米
や

肉
牛
、
梨
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ネ

荷
登
録
者
は
５
６
０
人
と
な

り
、
新
鮮
な
農
畜
産
物
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
年
々

増
加
し
、
21
年
度
売
上
高
は

５
億
３
８
６
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
直
売
所
を
生
産
者

と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
し

て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
て
い

く
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

三重県

滋賀県
京都府

愛知県

奈良県

「
ソ
ム
リ
エ
の
い
る
店
」

料
理
教
室
や
食
育
授
業

農
業
の
振
興
と
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み

野菜ソムリエによる品目紹介の店舗POP

消費者と交流する野菜ソムリエ

管内初の大型農産物直売所としてオープン
した「とれたて市ひぞっこ」

※前年度の事業年度末実績、事業実績は1千万円単位（百万円単位の四捨五入）
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札幌駐在

岩手駐在
秋田駐在

福岡営業所

九州営業所

東日本原種豚場

秋田大仙SPF豚センター

由利本荘ＳＰＦ豚センター

乳牛育成牧場

岡山ＡＩセンター

西日本原種豚場

上士幌営業所

　1
9
9
1（
平
成
3
）年
7
月
に
、

家
畜
の
生
産
性
向
上
に
よ
る
生
産
者

の
所
得
向
上
へ
の
貢
献
を
目
的
に
高

度
専
門
化
す
る
畜
産
施
設
や
資
材
を

取
り
扱
う
専
門
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
以
後
、
国
内
畜
産
業
の

情
勢
変
化
に
対
応
し
、2
0
0
4（
平

成
16
）年
以
降
は
、
種
豚
、
素
ひ
な
、

素
牛
、
素
馬
、
飼
料
な
ど
の
品
目
や

農
場
施
設
を
全
農
と
旧
㈱
組
合
貿

易
か
ら
譲
り
受
け
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
設
立
当
初
は
社
員
数
14
人
の

の
高
ま
り
も
あ
り
、
畜
産
施
設
だ
け

で
は
な
く
自
治
体
や
公
共
施
設
に
も

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
事
業
で

は
、
生
産
性
・
作
業
性
・
経
済
性
お

よ
び
防
疫
を
兼
ね
備
え
た
モ
デ
ル
畜

舎
の
構
築
・
普
及
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
海
外
事
業
で

は
、
豪
州
産
乳
用

育
成
牛
に
黒
毛
和

種
の
受
精
卵
を
移

植
し
た
初
妊
牛
を

都
府
県
中
心
に
供

給
し
、
酪
農
家
の

経
営
安
定
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
乳
牛
凍
結
精

液
、
動
物
用
ワ
ク

チ
ン
の
原
料
と
な
る
有
精
S
P
F
鶏

卵
な
ど
の
輸
入
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。　新

た
な
商
品
と
し
て
、
防
疫
と
食

の
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
、
全
農
が

推
奨
す
る
除
菌
液「
過
酢
酸
製
剤
ビ

ネ
パ
ワ
ー
」の
事
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
過
酢
酸
製
剤
は
酢
酸
を
主

成
分
と
し
た
除
菌
剤
で
広
範
囲
の
微

生
物
に
高
い
除
菌
効
果
が
あ
り
、
人

や
食
品
へ
の
安
全
性
も
高
い
こ
と
か

ら
世
界
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
除
菌
液
を
有
効
に
、
か
つ

安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
機
材
開
発

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　過
酢
酸
は
強
酸
性
の
た
め
機
材
の

ス
テ
ン
レ
ス
化
が
絶
対
条
件
で
、
こ
れ

を
実
現
し
た
代
表
的
な
商
品
が
背
負

い
型
噴
霧
機「
オ
ル
サ
ス
ラ
イ
ト
」、

据
え
置
き
型
大
型
噴
霧
機「
オ
ル
サ

ス
K
L
C
25
」、
ス
イ
ッ
チ一
つ
の
自
動

噴
霧
機「
オ
ル
サ
ス
ミ
ス
ト
」で
す
。

こ
の
他
に
も
、
防
疫
の
基
本
で
あ
る

靴
裏
の
除
菌
を
徹
底
す
る
た
め
の
大

容
量
除
菌
マ
ッ
ト
も
菌
・
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
必
需
品
と
し
て
提
供
し
て
い
ま

す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
社
で
し
た
が
、
21

（
令
和
3
）年
に
は
創
立
30
周
年
を
迎

え
、
社
員
数
約
2
0
0
人
を
擁
す
る

ま
で
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ（
種
豚
）事
業
で

は
、
全
農
グ
ル
ー
プ
が
育
種
改
良
し
、

普
及
推
進
を
行
っ
て
い
る「
ハ
イ
コ
ー

プ
豚
」の
種
豚
、
精
液
の
生
産
、
供
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
コ
ー
プ
種
豚

は
繁
殖
能
力
と
産
肉
能
力
に
優
れ
た

斉
一
な
種
豚
で
す
。
北
海
道
の
全
農

飼
料
畜
産
中
央
研
究
所
上
士
幌
種

豚
育
種
研
究
室
で
開
発
さ
れ
、
養
豚

研
究
室
で
性
能
を
確
認
し
た
の
ち
、

G
G
P
農
場
で
改
良
・
増
殖
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
各
地
の
G
P
農
場
で
、

ハ
イ
コ
ー
プ
F
1
種
豚
を
高
い
衛
生
状

態
を
保
ち
な
が
ら
生
産
し
、
疾
病
感

染
リ
ス
ク
も
排
除
し
た
、
安
心
・
安

全
な
種
豚
を
全
国
の
養
豚
農
家
に
安

定
的
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
資
材
事
業
で
は
、
多
種
多

様
な
畜
産
資
材
を
取
り
扱
う
と
と
も

に
、
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）機
器

や
新
素
材
な
ど
、先
端
資
材
の
開
発
・

発
掘
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
持

ち
運
び
で
き
る
L
P
ガ
ス
使
用
の
発

電
機「
エ
ル
ソ
ナ
」は
防
災
へ
の
ニ
ー
ズ

種
豚
供
給
で
最
大
シェ
ア

国
内
ト
ッ
プ
ブ
リ
ー
ダ
ー

も
と

　全
農
畜
産
サ
ー
ビ
ス
㈱
は
、「
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
」「
資
材
事
業
」

「
施
設
事
業
」「
海
外
事
業
」な
ど
、日
本
の
畜
産
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、

高
度
な
専
門
性
と
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
備
え
た
畜
産
専
門

会
社
で
す
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
各
地
に
農
場
、
営
業
所
、
駐

在
を
展
開
し
、
畜
産
生
産
者
に
優
良
な
畜
産
資
材
を
届
け
て
い
ま
す
。

【
広
報
・
調
査
部
】

よ
り
安
全
な
生
産
目
指
し

多
様
な
機
材
の
開
発
も

過酢酸据え置き型
噴霧機「オルサス」 ガス発電機「エルソナ」 豪州産乳用育成牛 秋田大仙SPF豚センター

多産系ハイコープF1メス種豚 背負い型噴霧機「オルサスライト」の使用状況

全
農
畜
産
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪畜

産
生
産
者
の
経
営
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト

素
畜
か
ら
防
疫
機
器
ま
で 

優
良
な
施
設
や
資
材
を
全
国
へ

常に挑戦する職場風土を醸成し
畜産専門会社のブランド確立へ

代表取締役社長 種田貴至氏
　当社は昨年創
立30年を超え新
たなステージに入
りました。創立30
周年を迎えるにあ
たり、会社独自の
経営理念とシンボ
ルマークの策定に社員全員で取り組みま
した。当面の課題として「ハイコープ種豚
の絶え間ない改良・増産」と「創立以来の
取扱品目である畜産資材の事業再構築
と商品開発」を挙げています。いずれも一
筋縄ではいかないものですが、常に挑戦
する職場風土も醸成しつつ達成したいと
考えています。
　真面目でコツコツ働くのが当社の職場
風土です。当社の経営理念、「私たちは、
いのちを育み、豊かな食を創造し、みんな
の笑顔をサポートします」のもと、次なるス
テージにおいても全農グループ会社として
誇り高く仕事を行い、畜産生産の専門会
社としてブランド確立できるよう社員一同
精励します。

会社の概要 （2022年3月31日現在）

https://www.zcss.co.jp/

公式ホームぺージは
こちら

本
社（
イ
シ
マ
ビ
ル
）

本社所在地 〒135-0041
東京都江東区冬木11番17号

事業内容 畜産経営の全分野にわたる施設や
資材などの開発･供給

設立年月 1991（平成3）年7月

代表者 代表取締役社長 種田 貴至

従業員数 213人

過酢酸自動噴霧機
「オルサスミスト」
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札幌駐在

岩手駐在
秋田駐在

福岡営業所

九州営業所

東日本原種豚場

秋田大仙SPF豚センター

由利本荘ＳＰＦ豚センター

乳牛育成牧場

岡山ＡＩセンター

西日本原種豚場

上士幌営業所

　1
9
9
1（
平
成
3
）年
7
月
に
、

家
畜
の
生
産
性
向
上
に
よ
る
生
産
者

の
所
得
向
上
へ
の
貢
献
を
目
的
に
高

度
専
門
化
す
る
畜
産
施
設
や
資
材
を

取
り
扱
う
専
門
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
以
後
、
国
内
畜
産
業
の

情
勢
変
化
に
対
応
し
、2
0
0
4（
平

成
16
）年
以
降
は
、
種
豚
、
素
ひ
な
、

素
牛
、
素
馬
、
飼
料
な
ど
の
品
目
や

農
場
施
設
を
全
農
と
旧
㈱
組
合
貿

易
か
ら
譲
り
受
け
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
設
立
当
初
は
社
員
数
14
人
の

の
高
ま
り
も
あ
り
、
畜
産
施
設
だ
け

で
は
な
く
自
治
体
や
公
共
施
設
に
も

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
事
業
で

は
、
生
産
性
・
作
業
性
・
経
済
性
お

よ
び
防
疫
を
兼
ね
備
え
た
モ
デ
ル
畜

舎
の
構
築
・
普
及
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
海
外
事
業
で

は
、
豪
州
産
乳
用

育
成
牛
に
黒
毛
和

種
の
受
精
卵
を
移

植
し
た
初
妊
牛
を

都
府
県
中
心
に
供

給
し
、
酪
農
家
の

経
営
安
定
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
乳
牛
凍
結
精

液
、
動
物
用
ワ
ク

チ
ン
の
原
料
と
な
る
有
精
S
P
F
鶏

卵
な
ど
の
輸
入
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。　新

た
な
商
品
と
し
て
、
防
疫
と
食

の
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
、
全
農
が

推
奨
す
る
除
菌
液「
過
酢
酸
製
剤
ビ

ネ
パ
ワ
ー
」の
事
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
過
酢
酸
製
剤
は
酢
酸
を
主

成
分
と
し
た
除
菌
剤
で
広
範
囲
の
微

生
物
に
高
い
除
菌
効
果
が
あ
り
、
人

や
食
品
へ
の
安
全
性
も
高
い
こ
と
か

ら
世
界
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
除
菌
液
を
有
効
に
、
か
つ

安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
機
材
開
発

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　過
酢
酸
は
強
酸
性
の
た
め
機
材
の

ス
テ
ン
レ
ス
化
が
絶
対
条
件
で
、
こ
れ

を
実
現
し
た
代
表
的
な
商
品
が
背
負

い
型
噴
霧
機「
オ
ル
サ
ス
ラ
イ
ト
」、

据
え
置
き
型
大
型
噴
霧
機「
オ
ル
サ

ス
K
L
C
25
」、
ス
イ
ッ
チ一
つ
の
自
動

噴
霧
機「
オ
ル
サ
ス
ミ
ス
ト
」で
す
。

こ
の
他
に
も
、
防
疫
の
基
本
で
あ
る

靴
裏
の
除
菌
を
徹
底
す
る
た
め
の
大

容
量
除
菌
マ
ッ
ト
も
菌
・
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
必
需
品
と
し
て
提
供
し
て
い
ま

す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
社
で
し
た
が
、
21

（
令
和
3
）年
に
は
創
立
30
周
年
を
迎

え
、
社
員
数
約
2
0
0
人
を
擁
す
る

ま
で
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ（
種
豚
）事
業
で

は
、
全
農
グ
ル
ー
プ
が
育
種
改
良
し
、

普
及
推
進
を
行
っ
て
い
る「
ハ
イ
コ
ー

プ
豚
」の
種
豚
、
精
液
の
生
産
、
供
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
コ
ー
プ
種
豚

は
繁
殖
能
力
と
産
肉
能
力
に
優
れ
た

斉
一
な
種
豚
で
す
。
北
海
道
の
全
農

飼
料
畜
産
中
央
研
究
所
上
士
幌
種

豚
育
種
研
究
室
で
開
発
さ
れ
、
養
豚

研
究
室
で
性
能
を
確
認
し
た
の
ち
、

G
G
P
農
場
で
改
良
・
増
殖
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
各
地
の
G
P
農
場
で
、

ハ
イ
コ
ー
プ
F
1
種
豚
を
高
い
衛
生
状

態
を
保
ち
な
が
ら
生
産
し
、
疾
病
感

染
リ
ス
ク
も
排
除
し
た
、
安
心
・
安

全
な
種
豚
を
全
国
の
養
豚
農
家
に
安

定
的
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
資
材
事
業
で
は
、
多
種
多

様
な
畜
産
資
材
を
取
り
扱
う
と
と
も

に
、
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）機
器

や
新
素
材
な
ど
、先
端
資
材
の
開
発
・

発
掘
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
持

ち
運
び
で
き
る
L
P
ガ
ス
使
用
の
発

電
機「
エ
ル
ソ
ナ
」は
防
災
へ
の
ニ
ー
ズ

種
豚
供
給
で
最
大
シェ
ア

国
内
ト
ッ
プ
ブ
リ
ー
ダ
ー

も
と

　全
農
畜
産
サ
ー
ビ
ス
㈱
は
、「
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
」「
資
材
事
業
」

「
施
設
事
業
」「
海
外
事
業
」な
ど
、日
本
の
畜
産
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、

高
度
な
専
門
性
と
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
備
え
た
畜
産
専
門

会
社
で
す
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
各
地
に
農
場
、
営
業
所
、
駐

在
を
展
開
し
、
畜
産
生
産
者
に
優
良
な
畜
産
資
材
を
届
け
て
い
ま
す
。

【
広
報
・
調
査
部
】

よ
り
安
全
な
生
産
目
指
し

多
様
な
機
材
の
開
発
も

過酢酸据え置き型
噴霧機「オルサス」 ガス発電機「エルソナ」 豪州産乳用育成牛 秋田大仙SPF豚センター

多産系ハイコープF1メス種豚 背負い型噴霧機「オルサスライト」の使用状況

全
農
畜
産
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪畜

産
生
産
者
の
経
営
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト

素
畜
か
ら
防
疫
機
器
ま
で 

優
良
な
施
設
や
資
材
を
全
国
へ

常に挑戦する職場風土を醸成し
畜産専門会社のブランド確立へ

代表取締役社長 種田貴至氏
　当社は昨年創
立30年を超え新
たなステージに入
りました。創立30
周年を迎えるにあ
たり、会社独自の
経営理念とシンボ
ルマークの策定に社員全員で取り組みま
した。当面の課題として「ハイコープ種豚
の絶え間ない改良・増産」と「創立以来の
取扱品目である畜産資材の事業再構築
と商品開発」を挙げています。いずれも一
筋縄ではいかないものですが、常に挑戦
する職場風土も醸成しつつ達成したいと
考えています。
　真面目でコツコツ働くのが当社の職場
風土です。当社の経営理念、「私たちは、
いのちを育み、豊かな食を創造し、みんな
の笑顔をサポートします」のもと、次なるス
テージにおいても全農グループ会社として
誇り高く仕事を行い、畜産生産の専門会
社としてブランド確立できるよう社員一同
精励します。

会社の概要 （2022年3月31日現在）

https://www.zcss.co.jp/

公式ホームぺージは
こちら

本
社（
イ
シ
マ
ビ
ル
）

本社所在地 〒135-0041
東京都江東区冬木11番17号

事業内容 畜産経営の全分野にわたる施設や
資材などの開発･供給

設立年月 1991（平成3）年7月

代表者 代表取締役社長 種田 貴至

従業員数 213人

過酢酸自動噴霧機
「オルサスミスト」
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飛騨・美濃うまいもん広場

　岐阜県JAひがしみの管内で栽培された「東美濃ぽろたん」
は、加熱すると渋皮が鬼皮と一緒にぽろんと簡単にむける大
粒の和栗です。過去には、天皇即位後の宮中行事として執り
行われた大嘗祭に供納する栗に選ばれました。収穫後は1カ
月以上低温貯蔵することで甘みが増します。 
　食べ方は、焼き栗や蒸し栗のほか、栗ご飯やスイーツにす
るのもお薦めです。この時期しか味わうことができない秋の味
覚をお楽しみください。
※10月下旬ごろからの出荷を予定しています。

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供  ＢＳフジ（ＢＳ８チャンネル）
全国各地でスポーツや芸術などを頑張る子どもたちを地元の特産品で応援！
毎週水曜21：55～22：00（再放送は毎週火曜22：55～23：00）

JA全農のインターネットショッピングモール

東美濃ぽろたん（1㎏（サイズ：2L～3L））
……3940円（税込み）

　秋田県本部は2022年度「ミスあきたこま
ち」を決定し、8月23日に秋田市で委嘱状
交付式を行いました。         【秋田県本部】
　交付式では、県本部運営委員会の斉藤
一志会長が市女笠と平安時代の旅装束
姿の「ミスあきたこまち」7人に委嘱状と記
念品を手渡しました。斉藤会長は「一人
一人が秋田の代表として秋田と消費地を
結ぶ懸け橋となって活躍することを期待し
ている」と激励しました。
　7人を代表して佐々木南美さんが「歴代

の『ミスあきたこまち』の先輩の活躍を引き
継ぎ、秋田米の魅力と生産者の思いを全
国の消費者へお届けします」と決意表明し
ました。
　昨年と一昨年は新型コロナウイルス感染
拡大の影響で募集を見合わせたため、３
年ぶりの委嘱となりました。
　任期は9月1日からの１年間。「ミスあきた
こまち」は全国各地で開催される秋田米の
販促キャンペーンに参加し、秋田米をPR
します。

ＪＡタウンに「ニッポンエールショップ」オープン

2022年度「ミスあきたこまち」７人が決定
秋田米の魅力と生産者の思いを全国へPR

ショップは
こちら

国
産
素
材
を
使
っ
た
加
工

品
の
販
売
を
通
じ
て
、
産
地

の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
ミ
ス
あ
き
た
こ
ま
ち
」を
委
嘱
さ
れ
た

７
人

こ
れ
か
ら
1
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
決

意
表
明

全国のブランド商品が大集合、
記念の詰め合わせ限定BOXを販売

だいじょうさい

　全国農協食品㈱は8月30日、全農が運営する産地
直送通販サイト「JAタウン」内にニッポンエールブラン
ドの商品を販売する「ニッポンエールショップ」をオー
プンしました。 　　  　　　　　   【全国農協食品㈱】
　これまで、ニッポンエール商品専門のJAタウンのシ
ョップはありませんでしたが、商品の購入を希望する
多くのお客さまの声を受けてオープンしました。ショッ
プでは全農グループMD部会で開発した、全国ご当
地グミやドライフルーツ、「こめカリッ」など、全国各地
の国産素材を原料に使用した商品を販売します。

　オープンを記念して、9月末まで、各種商品の詰め
合わせ限定BOXを特別価格で販売しています。その
他、「よりどりセット」や「地域別セット」など、選ぶ楽し
みを感じていただけるような品ぞろえにしています。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マー
ト
と「
農
協
ご
は
ん
」を
通
じ
て
米
消
費
拡
大

売
り
上
げ
の一部
を
活
用
し 

こ
ど
も
食
堂
に
寄
贈
も（
米
穀
部
・
営
業
開
発
部
）

桃の自動販売機でプロモーション
（福島県本部）

「国際食肉科学技術会議」へ協賛・出展
（畜産総合対策部）

協同乳業と連携し「オンライン牧場体験」
（酪農部）

健康推進イベントで
宮城県産野菜をPR（宮城県本部）

ＪＡズームイン（三重・ＪＡいがふるさと）

全農グループ会社探訪
全農畜産サービス株式会社
（広報・調査部）

2022年度「ミスあきたこまち」7人が決定
（秋田県本部）

JAタウンに「ニッポンエールショップ」
オープン（全国農協食品㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　飛騨・美濃うまいもん広場

4面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

6-7

8

Web
限定

セブン-イレブンで飛騨トマトを使用した
商品を発売（岐阜県本部）

JR京都駅前地下街に「みのりカフェ京都
ポルタ店」オープン（京都府本部）

「セブンプレミアム 岩手県産完熟
山葡萄サワー」発売（営業開発部）

2

3

協定書を締結した（右から）長江郁哉徳島県本部長、飯泉嘉門徳島県知事、河村保彦徳島大学学長（２面）

スダチ搾汁残渣など未利用資源の有効活用へ
徳島県、徳島大学と産学官連携協定を締結（徳島県本部）

宮城県の健康推進イベントに「野菜摂取で
健康ブース」を出展（４面）

㈱
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
が
運
営
す
る
自

動
販
売
機
で
福
島
県
産
桃
を
無
料
配

布
し
て
Ｐ
Ｒ（
２
面
）
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